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名古屋大学附属図書館を振り出しに，国文学研

究資料館，東京大学・金沢大学・北海道大学の

図書館などに勤務後，1994 年から筑波大学図

書館情報メディア研究科，立教大学文学部等で

教育・研究に携わる。専門領域は図書館経営。

近著に，『公共図書館を育てる』青弓社，2021． 

 

 

 

年 月 日(木) 

（「会場」または「オンライン」を選択してください） 

株式会社 info@miraitosyokan.jp  Webサイト https://www.miraitosyokan.jp 

〒113-0033 東京都文京区本郷 4-9-25 2階  

TEL 03-6673-7287 FAX 03-6772-4395 

 

かたおか しん

氏 

国文学研究資料館 

管理部学術情報課長 

 

 

広島大学附属図書館，九州大学附属図書館，国立

情報学研究所での勤務を経て，2022年から現職。

日本の大学図書館における電子リソース・ナレ

ッジベースの導入，日本で刊行された電子リソ

ースのデータ共有サービス（ERDB-JP）の立ち上

げ，科学研究費助成事業データベース（KAKEN）

のシステム整備，持続的なメタデータ流通のた

めの実務指針である『メタデータ流通ガイドラ

イン』の作成に携わる。 

 

い い の かつのり

氏 

   佛教大学図書館 専門員 

国立情報学研究所オープンサイエ

ンス基盤研究センター 特任研究員 

 

西日本旅客鉄道株式会社，京都大学附属図書館など

を経て現職。佛教大学で図書館員として勤務する傍

ら，電子リソースを統合した横断的な次世代目録所

在サービスの研究開発を行っている。2011 年に，日

本の資料にも適合したウェブスケールディスカバリ

ーサービスを公開した。著書に『三訂 情報資源組織

演習』（共著・樹村房），『三訂 情報資源組織論』（共

著・樹村房），『図書館を変える！ウェブケールディス

カバリー入門』（単著・出版ニュース社）がある。 

 

（東京都千代田区神田淡路町 2－101 3F） 

「知識社会に不可欠な図書館」はどのようなものかを考えます。 
近年急速に進展しているナレッジベース（知識を探索するための土台）
やディスカバリー技法を踏まえて，問題理解を深め今後を議論します。 

図書館と知識社会 
Library and Knowledge Society 
 

 第 8回 
シンポジウム 

講演者・パネリス

ト，コーディネーターは会場

から登壇します。オンライン

の方は，その様子を YouTube

のライブ配信にて視聴できま

す。YouTubeのチャットからも

質問を受け付けますが，会場

参加者の質問を優先します。 


